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有田史談会
事務局

佐賀県西松浦郡有田町

上幸平 1-8-5

0955-42-2466

本
年
度
は
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
名
誉

顧
問
で
も
あ
る
大
橋
康
二
先
生
に
よ
る
特

別
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
、
年
間
を
通
し
て

の
実
の
あ
る
研
修
が
実
現
し
た
。

第
１
回
目
は
７
月

日
「
や
き
も
の
の

見
方
」
を
九
州
陶
磁
文
化
館
研
修
室
に
て

受
講
し
た
。
初
期
伊
万
里
か
ら
現
代
の
陶

片
を
実
際
に
見
な
が
ら
、
一
番
古
い
も
の

は
ど
れ
か
？
い
つ
頃
作
ら
れ
た
か
？
な

ど
、
成
形
、
装
飾
法
、
窯
詰
め
法
（
焼
成

法
）
な
ど
の
見
極
め
方
を
解
り
や
す
い
解

説
を
聞
き
学
習
し
た
。

第
２
回
目
は
８
月

日
、
「
有
田
磁
器
激

動
の
４
０
０
年
」
の
表
題
で
、
有
田
磁
器

の
誕
生
か
ら
現
代
ま
で
の
４
０
０
年
を
振

り
返
り
研
修
し
た
。
有
田
磁
器
生
産
が
飛

躍
的
に
発
展
し
た
発
端
が
、
中
国
の
明
王

朝
か
ら
清
王
朝
へ
代
わ
る
内
乱
に
よ
り
輸

出
が
激
減
、
国
内
需
要
が
肥
前
に
集
中
し

た
こ
と
で
磁
器
市
場
を
独
占
し
た
こ
と
、

中
国
か
ら
の
技
術
導
入
や
色
絵
焼
成
の
成

功
、
海
外
輸
出
な
ど
を
学
習
し
た
。

第
３
回
目
は
９
月

日
、
「
世
界
に
輸
出

さ
れ
た
肥
前
磁
器
の
全
貌
」
と
題
し
て
、

世
紀
後
半
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
向
け
て
の
第
１
次
輸
出
時
代
か
ら
、

幕
末
～
明
治
初
期
に
か
け
て
の
第
２
次
輸

出
時
代
ま
で
の
有
田
磁
器
の
海
外
輸
出
の

全
貌
を
、
ス
ラ
イ
ド
と
詳
細
な
解
説
に
加

え
質
問
が
相
次
ぎ
、
３
時
間
を
越
え
る
研

修
と
な
っ
た
。
講
義
終
了
後
は
、
「
久
富

蔵
春
亭
」
の
見
学
会
を
開
催
、
久
富
桃
太

郎
氏
の
案
内
で
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

有
田
を
牽
引
す
る
久
富
蔵
春
亭
の
時
代

を
、
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
振
り
返
っ
た
。

３
月
８
日
に
は
第
４
回
目
と
な
る
講
座

「
鍋
島
と
禁
裏
御
用
」
の
開
催
を
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
て
予
定
し
て
お

り
、
充
実
し
た
一
年
間
と
な
っ
た
。

中
村
貞
光

釜
山
旅
行
で
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
の
お

り
日
本
軍
に
よ
っ
て
陥
落
し
、
今
も
倭
城
と

し
て
残
る
釜
山
浦
倭
城
と
釜
山
支
城
を
見

学
し
た
。
倭
城
に
残
る
石
垣
は
日
本
の
城
造

り
そ
の
も
の
で
、
日
本
軍
に
よ
る
築
城
だ
と

良
く
解
る
。
ち
な
み
に
倭
城
は
、
蔚
山
２
ヵ

所
、
釜
山
９
ヵ
所
、
慶
尚
南
道

ヵ
所
、

全
羅
南
道
１
ヵ
所
の
全

ヵ
所
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

文
禄
の
役
（
１
５
９
２
年
）
が
始
ま
る
前
年
、

豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
り
、
波
戸
岬
の
丘
陵
に

名
護
屋
城
が
築
城
、
１
３
０
以
上
の
諸
大
名

の
陣
屋
が
構
築
さ
れ
、
朝
鮮
出
兵
の
拠
点
と

な
っ
た
。
第
一
陣
は
小
西
行
長
と
宗
義
智

（
出
征
軍
１
万
８
千
７
百
人
、
軍
船
７
百

艘
）
で
釜
山
へ
上
陸
、
２
ヵ
所
の
砦
と
釜
山

鎮
城
を
同
時
に
攻
撃
、
一
昼
夜
で
攻
略
に
成

功
し
た
。
そ
の
後
毛
利
輝
元
ら
に
よ
っ
て
釜

山
浦
倭
城
を
築
き
前
線
基
地
と
し
た
。
（
釜

山
鎮
城
は

世
紀
、
倭
寇
か
ら
釜
山
浦
を
防

衛
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
城
）

釜
山
は
兵

站
基
地
と
し
て
の
重
要
な
拠
点
と
な
る
。
記

録
に
よ
る
と
第
九
軍
ま
で
出
陣
し
、

万

６
千
８
百
人
が
渡
海
し
て
い
る
。

平
成
三
十
年
一
月
度
の
例
会
は
食
事
会

を
兼
ね
て
開
催
、
今
回
は
全
員
が
待
ち
望

ん
だ
栗
山
氏
の
「
有
田
言
葉
」
の
自
費
出

版
と
事
務
局
長
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
重
な

り
？
会
話
が
長
時
間
に
お
よ
び
弾
ん
だ
。

通
常
の
例
会
は
、
連
絡
事
項
の
確
認
と

近
況
報
告
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
が
、
有

田
異
人
館
の
運
営
に
多
く
が
関
わ
っ
て
い

る
た
め
、
勤
務
調
整
や
勤
務
状
況
の
確
認

な
ど
も
行
い
、
異
人
館
管
理
運
営
の
一
翼

を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
本
年
度
は
、
本
会
の
名
誉
会
長
大

橋
先
生
に
お
願
い
し
、
講
座
が
実
現
し
た
。

講
座
に
は
、
れ
き
み
ん
応
援
団
の
メ
ン
バ

ー
へ
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
内
容
あ
る
講

座
開
催
と
な
っ
た
。

年
度
末
に
向
け
、
各
自
の
研
鑽
と
会
報

の
発
行
を
目
標
に
散
会
し
た
。

釜
山
の
北
に
あ
る

の老
ぽ圃
ど
ん洞

か
ら
バ
ス
で

約
１
時
間
の
場
所
に
通
度
寺
と
い
う
名
刹

が
あ
る
が
、
敷
地
内
に
は
樹
齢
何
百
年
と

い
わ
れ
る
松
の
木
が
生
い
茂
る
遊
歩
道
や

渓
流
な
ど
自
然
溢
れ
る
寺
院
も
、
文
禄
・

慶
長
の
役
の
際
に
殆
ど
が
焼
失
し
て
い

て
、
歴
史
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
感
じ
た
。

機
張
の
博
物
館
で
は
、

～

世
紀
頃
の

焼
き
物
を
鑑
賞
。
朝
鮮
陶
工
た
ち
が
日
本

へ
来
た
当
時
の
韓
国
の
窯
場
の
状
況
を
知

る
こ
と
で
、
有
田
へ
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

に
感
動
を
覚
え
た
。

坂
井
勝
也

現
在
、
私
は
有
田
老
人
ク
ラ
ブ
に
も
所

属
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
有
田
町
介
護
保

険
課
よ
り
、
有
田
老
人
ク
ラ
ブ
に
有
田
町

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
（
講
座

４
回
、
実
技
８
回
）
を
受
け
る
よ
う
要
請

が
あ
り
受
講
し
ま
し
た
。

昨
年

月
よ
り
本
年
１
月

日
ま
で
の

全
講
座
を
修
了
し
、

名
が
２
月
よ
り
実
地

訓
練
を
兼
ね
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

将
来
、
要
介
護
１
～
２
に
つ
い
て
は
、

国
、
市
町
村
で
お
世
話
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
有
田
町
で
も

熊
本
の
専
門
機
関
に
お
願
い
し
昨
年
よ
り

養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に

言
え
ば
、
元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
を

養
成
し
、
要
介
護
１
～
２
の
方
の
お
世
話

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
は

名
の
卒
業
で
し
た
が
、
現
有

田
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
池
田
会
長
は
じ
め
幹

部
の
方
々
も
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
新
年
度
か
ら
会
長
の
鶴
の
一
声
で

各
単
老
も
力
を
入
れ
研
修
生
が
増
え
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
実
技
の
方
は
、
別
名

「
元
気
が
出
る
学
校
」
と
い
う
名
前
で
、

介
護
保
険
課
を
窓
口
に
毎
回
７
人
程
度
の

方
が
参
加
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

歳
以
上
に
な
る
と
意
識
し
て
体
力
を

増
進
し
た
り
気
持
ち
を
前
向
き
に
持
っ
て

い
か
な
い
と
、
寝
た
き
り
に
な
る
危
険
性

が
大
で
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。

今
年
は
、
唐
船
城
築
城
８
０
０
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
記
念
事
業
の
取
り
組
み
に
、

有
田
史
談
会
よ
り
委
員
の
一
人
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。
微
力
で
す
が
成
功
に
向

け
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

月
７
日
、
熊
本
地
震
の
復
興
を
祈
念
す

る
特
別
企
画
展
を
家
田
副
館
長
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。

企
画
展
で
は
有
田
の
焼
物
と
は
違
っ
た

温
か
み
の
あ
る
素
朴
な
土
物
の
や
き
も
の

に
は
深
い
味
わ
い
が
あ
り
、
有
田
を
中
心

と
す
る
肥
前
窯
業
圏
と
の
関
わ
り
な
ど
よ

り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
に
な

っ
た
。

待
望
の
「
有
田
言
葉
」
が
発
刊
さ
れ
た
。

史
談
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
栗
山
慎
悟
氏

に
よ
る
も
の
で
、
郷
土
の
方
言
に
興
味
を

抱
き
、

年
も
の
歳
月
を
か
け
て
、
記
録

に
と
ど
め
て
き
た
有
田
弁
の
数
々
を
一
冊

の
本
に
ま
と
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
自
費
出

版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
有
田
弁
（
単

語
）
と
会
話
の
実
例
で
構
成
さ
れ
て
い
る

の
で
解
り
易
い
。

方
言
に
は
幼
い
頃
の
郷
愁
を
呼
び
起
こ

す
不
思
議
な
魅
力
が
あ
る
。
方
言
は
地
域

や
地
方
で
生
ま
れ
た
独
特
の
単
語
で
、
幼

い
頃
は
方
言
で
話
す
こ
と
が
自
然
で
当
た

り
前
だ
っ
た
。
特
に
有
田
弁
は
強
い
、
怖

い
、
汚
い
と
言
わ
れ
る
。
兄
弟
で
話
し
て

い
る
と
喧
嘩
し
て
る
よ
う
だ
と
言
わ
れ
た

も
の
だ
。
最
近
で
は
方
言
で
話
す
こ
と
は

少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
方
言
は

温
か
み
が
あ
っ
て
良
い
。

－2－

文禄の役「釜山鎮殉節図」釜山鎮城

攻略の様子で、左に密集しているの

は上陸した日本軍船。

第１回「やきものの見方」は実際に

陶片を見ながら見極め方の研修を

行った。

「通度寺(トンドサ)」は、韓国三大名刹寺院で
646年に創建された。文禄・慶長の役でそのほと
んどが焼失し、現在の建物は、1601 年と 1641
年に再建された。

新年食事会 控えめな坂井新会長と全員が集合！

＆例会 2018.1.18 まるいしレストランにて

平成 29年度活動報告

4月 例会（生涯学習センター）

5月 例会（生涯学習センター）

6月 例会（生涯学習センター）

7月 例会・第１回講座（同上会議室）

8月 例会・第 2回講座（同上会議室）
9月 例会・第 3回講座（同上会議室）

10月
11月 例会（生涯学習センター）

企画展鑑賞（九州陶磁文化館）

12月 例会（生涯学習センター）

1月 例会＆食事会

2月 例会（生涯学習センター）

3月 例会（生涯学習センター）予定

第 4回講座（同上会議室）予定
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ま
た
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
禁
制
品
を
渡
し

た
日
本
人
も
厳
し
い
罰
を
受
け
、
そ
の
数

五
十
数
人
に
及
ん
だ
。
ゆ
え
に
文
政
十
一

年
八
月
九
日
の
台
風
が
シ
ー
ボ
ル
ト
台
風

と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト

事
件
と
し
て
日
本
史
に
記
さ
れ
て
い
る
。

台
風
の
勢
力

九
州
西
海
上
を
北
上
し
て
長
崎
西
方
に

上
陸
し
た
台
風
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
船
を

座
礁
さ
せ
、
長
崎
県
・
佐
賀
県
を
は
じ
め

大
分
県
・
福
岡
県
・
山
口
県
に
甚
大
な
被

害
を
与
え
日
本
海
へ
抜
け
て
い
る
。
被
害

状
況
は
、
死
者
一
万
人
、
全
壊
家
屋
四
万

九
千
戸
、
半
壊
家
屋
二
万
四
千
戸
、
流
出

家
屋
二
万
八
千
戸
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
流
出
田
畑
、
堤
防
の
決
壊
、
山
崩

れ
、
破
船
な
ど
多
大
な
被
害
を
与
え
て
い

る
。
こ
の
台
風
は
、
九
日
の
夜
九
時
頃
か

ら
荒
れ
始
め
、
翌
十
日
の
朝
五
時
に
暴
風

雨
は
過
ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
強
く
て
速

度
の
速
い
台
風
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
台
風
を
シ
ー
ボ
ル
ト
が
観
測
し
て

い
る
。
九
日
の
朝
は
、
気
圧
一
〇
〇
七h

p
a

、

気
温
二
四
，
四
度
、
湿
度
八
九
度
、
東
の

風
、
晴
と
な
っ
て
い
る
が
、
台
風
が
上
陸

し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
が
観
測
し
て
い
る
家
が

倒
壊
す
る
直
前
の
観
測
で
は
、
気
圧
九
五

二h
p
a

、
気
温
二
五
度
、
湿
度
九
七
度
、
南

東
の
風
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
中
心
気
圧
九
〇
〇h

p
a

、
最
大
風
速
五

〇
ｍ
、
最
大
降
水
量
三
〇
〇
ミ
リ
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。

子
年
の
大
風

文
政
十
一
年
八
月
九
日
の
台
風
は
、
文

政
十
一
年
が
、
戊
子
（
つ
ち
の
え
ね
）
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
子
年
の
大
風
と
呼
ば

れ
る
。

長
崎
西
方
に
上
陸
し
た
台
風
は
、
勢
力

の
衰
え
る
こ
と
な
く
佐
賀
県
を
直
撃
す

る
。
佐
賀
藩
は
、
こ
の
被
害
状
況
を
幕
府

へ
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
被
害
報
告
を
『
鍋

島
直
正
公
伝
（
第
一
編
）
』
か
ら
抜
粋
す

る
。

水
下
田
畠

七
千
七
十
一
町
五
段
余

汐
下
田
畠

八
千
三
百
七
町
九
段
余

砂
下
田
畠

三
千
七
百
六
十
五
町
四
段
余

潰
家

三
万
五
三
六
四
軒

半
潰
家

二
万
一
〇
五
七
軒

焼
失
家

一
六
四
七
軒

怪
我
人

一
万
一
三
七
三
人

溺
死

二
二
六
六
人

横
死

七
九
〇
一
人

焼
死

一
一
五
人
（
男
八
〇
人
、
女
二
八

人
、
按
比
数
不
合
暫
従
原
書
）

他
に
、
川
や
汐
留
の
堤
防
の
決
壊
、
山

崩
れ
、
道
路
や
橋
の
損
壊
、
土
蔵
の
倒
壊
、

家
屋
の
流
出
、
倒
木
、
破
船
、
流
出
船
、

牛
馬
の
被
害
な
ど
多
大
の
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。

文
政
の
大
火

有
田
皿
山
は
、
深
夜
十
二
時
頃
か
ら
風

が
吹
き
荒
れ
、
豪
雨
を
伴
う
大
台
風
と
な

り
、
そ
の
中
、
岩
谷
川
内
の
窯
焼
山
口
森

吉
方
の
素
焼
窯
の
火
を
吹
き
飛
ば
し
大
火

と
な
っ
た
。
火
は
台
風
の
中
猛
烈
な
勢
い

で
燃
え
猛
り
有
田
皿
山
を
舐
め
尽
し
た
。

有
田
千
軒
と
言
わ
れ
た
焼
き
物
の
町
は
、

岩
谷
川
内
に
四
十
戸
、
白
川
に
百
戸
、
年

木
谷
に
十
戸
と
頑
丈
な
土
蔵
数
軒
を
残
し

灰
燼
と
帰
し
た
。
窯
の
中
に
逃
げ
込
ん
で

煙
に
よ
り
窒
息
す
る
者
、
逃
げ
遅
れ
て
焼

死
す
る
者
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
溺
死

す
る
者
五
十
四
人
に
及
ん
だ
と
い
わ
れ

る
。前

記
の
焼
失
家
一
六
四
七
軒
の
大
部
分

は
有
田
皿
山
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

『
鍋
島
直
正
公
伝
（
第
一
編
）
』
に
は
、

有
田
皿
山
の
惨
状
を
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

『
古
来
未
曾
有
の
大
災
変
に
て
、
そ
の
損

害
も
実
に
夥
し
か
り
し
が
、
就
中(

な
か
ん
ず

く)

最
も
酸
鼻
を
極
め
た
る
は
磁
器
産
出
地

の
有
田
に
て
、
狭
隘(

き
ょ
う
あ
い)

の
山
間

と
て
、
風
を
避
け
つ
つ
家
々
み
な
土
蔵
を

閉
じ
て
い
た
り
し
か
ば
、
折
し
も
起
こ
り

し
火
災
の
災
焔
に
裹(

つ
つ)

ま
れ
て
、
焚
死

(

ふ
ん
し)

し
た
る
も
の
無
数
な
り
き
。
』（
原

文
の
ま
ま
）

こ
の
火
災
に
よ
り
記
録
類
も
灰
燼
に
帰

し
、
大
火
以
前
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
。
有
田
で
は
文
政
の
大
火
と

し
て
有
田
町
史
に
記
さ
れ
る
。

《
参
考
資
料
》

『
肥
前
陶
磁
史
考
』
中
島
浩
氣
著

青
潮
社

『
日
本
歴
史
災
害
時
典
』
北
原
糸
子
・
松
浦

律
子
・
木
村
玲
欧
編

吉
川
弘
文
館

『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
（
後
編
）
』
古
賀

十
二
郎
著

長
崎
学
会
編

長
崎
文
献
社

『
新
・
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
』
八
坂
書
房

井
手
邦
男

私
が
ガ
イ
ド
案
内
の
お
り
、
お
客
様
に

『
こ
の
泉
山
の
石
で
焼
き
物
を
た
だ
焼
く

だ
け
で
は
白
く
な
り
ま
せ
ん
』
と
説
明
す

る
と
、
お
客
様
は
『
な
ぜ
白
く
な
ら
な
い

の
か
？
』
と
聞
い
て
こ
ら
れ
ま
す
。
今
ま

で
接
し
て
き
た
お
客
様
の
中
の
９
割
く
ら

い
の
方
が
焼
き
物
を
た
だ
焼
く
だ
け
で
は

な
ぜ
白
く
な
ら
な
い
の
か
？
を
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

焼
き
物
を
焼
く
に
は
酸
化
焼
成
、
還
元

焼
成
と
い
う
２
つ
の
焼
き
方
が
あ
り
ま

す
。
白
い
磁
器
を
焼
く
と
き
に
は
還
元
焼

成
で
焼
か
な
い
と
白
く
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
を
皆
さ
ん
が
ご
存
じ
な
い
の
で

す
。昭

和
年
代
の
方
は
酸
化
焼
成
、
還
元
焼

成
に
関
連
し
た
内
容
と
し
て
、
小
学
校
の

５
～
６
年
生
の
時
に
理
科
の
実
験
で
勉
強

を
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
内
容
と
し

て
は
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
る
と
ロ
ウ
ソ

ク
の
炎
に
は
内
炎
と
外
炎
が
で
き
ま
す
。

竹
ひ
ご
を
曲
げ
る
た
め
に
内
炎
に
通
す
と

煤
け
ま
す
が
、
外
炎
に
竹
ひ
ご
を
通
す
と

熱
く
な
り
煤
け
る
こ
と
な
く
竹
ひ
ご
が
曲

が
り
ま
す
。
こ
れ
が
酸
化
還
元
炎
の
学
習

の
第
一
歩
で
す
。

酸
化
焼
成
で
焼
く
と
『
焼
き
物
は
白
く

な
り
ま
せ
ん
』
が
、
内
炎
で
焼
く
方
法
で

窯
の
中
の
状
態
を
変
え
て
（
酸
化
焼
成
か

ら
還
元
焼
成
に
変
え
て
）
焼
く
と
白
く
な

り
ま
す
。
窯
の
大
き
さ
や
煙
突
の
高
さ
に

よ
っ
て
も
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
温
度
が

８
５
０
～
８
６
０
度
を
超
え
た
ぐ
ら
い
か

ら
還
元
炎(

攻
め)

を
か
け
、
温
度
が
約
１

２
８
０
度
か
ら
上
炎
に
な
り
炎
を
止
め
ま

す
。
明
治
以
前
は
温
度
が
１
３
２
０
度
く

ら
い
で
焼
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

明
治
期
に
な
り
ド
イ
ツ
の
科
学
者
で
あ

る
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ド
・
ワ
グ
ネ
ル
が
長
崎

に
来
日
し
、
明
治
３
年
に
有
田
に
来
て
焼

き
物
の
技
術
を
教
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
当
時
は
、
温
度
が
１
３
０
０
度

で
焼
か
れ
て
い
る
焼
き
物
は
、
釉
薬
の
中

に
石
灰
石
を
混
ぜ
る
と
温
度
が
低
く
て
も

焼
け
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
若
干
低
下
温
度

で
も
焼
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

も
石
灰
釉
と
い
う
名
前
で
生
産
を
さ
れ
て

焼
き
物
に
使
っ
て
い
ま
す
。

馬
場
正
明

江
戸
時
代
も
中
期
を
過
ぎ
る
の
と
着
物

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
変
わ
り
、
帯
は
広
幅

な
も
の
も
出
て
来
て
、
帯
の
上
か
ら
帯
を

固
定
す
る
た
め
帯
締
紐
が
使
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
帯
締
紐
を
飾
る
た
め
使
わ
れ
始

め
た
の
が
帯
留
で
す
。

時
代
が
代
わ
っ
て
明
治
に
な
る
と
廃
刀

令
が
公
布
さ
れ
、
刀
の
鍔
や
目
貫
の
細
工

を
し
て
い
た
職
人
さ
ん
が
職
を
失
い
、
帯

留
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
こ
と
で
、

帯
留
が
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
刀

の
細
工
職
人
さ
ん
が
作
っ
た
物
の
た
め
、

大
方
が
金
具
と
鼈
甲(

べ
っ
こ
う)

、
サ
ン
ゴ
、

硝
子
等
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
し
た
。

栗
山
慎
悟

日
本
史
史
上
最
も
有
名
な
台
風
は
、
鎌

倉
時
代
に
日
本
を
襲
来
し
て
蒙
古
軍
を
壊

滅
さ
せ
た
、
神
風
と
呼
ば
れ
る
台
風
で
あ

る
が
、
日
本
史
史
上
最
大
級
の
被
害
を
も

た
ら
し
た
台
風
は
、
文
政
十
一
年
八
月
九

日
（
西
暦
一
八
二
八
年
九
月
十
七
日
）
の

台
風
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

シ
ー
ボ
ル
ト
台
風

文
政
十
一
年
八
月
九
日
（
西
暦
一
八
二

八
年
九
月
十
七
日
）
の
台
風
は
、
日
の
暮

れ
か
か
る
こ
ろ
か
ら
雨
は
降
り
だ
し
、
九

時
頃
か
ら
風
雨
と
な
り
、
一
時
頃
に
は
す

さ
ま
じ
い
暴
風
雨
と
な
り
、
家
を
倒
し
大

樹
の
枝
を
折
り
、
ま
た
根
か
ら
吹
き
倒
し
、

人
を
傷
付
け
、
浜
は
千
二
百
丈
の
波
に
襲

わ
れ
る
な
ど
未
曾
有
の
暴
風
雨
で
あ
っ

た
。
十
日
の
五
時
頃
に
は
風
雨
は
し
だ
い

に
弱
ま
り
、
朝
に
は
風
も
お
さ
ま
り
小
春

日
和
と
な
っ
た
。
こ
の
台
風
は
、
長
崎
市

内
・
長
崎
県
内
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た

が
、
も
う
一
つ
日
本
史
に
残
る
大
事
件
を

起
こ
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
生
ま
れ
で
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館

医
の
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
帰
国
の
た
め
準
備

し
て
い
た
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ハ
ウ
ト
マ
ン

号
が
、
台
風
の
た
め
稲
佐
沖
に
難
破
し
て
、

難
破
船
か
ら
伊
能
忠
敬
作
成
の
日
本
地
図

や
、
将
軍
家
の
葵
の
紋
入
り
の
羽
織
な
ど

の
禁
制
品
が
見
つ
か
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は

「
日
本
御
構
え
（
国
外
追
放
）
」
「
再
渡

来
の
禁
止
」
の
罰
を
受
け
る
。

内
外
底
全
裏
面
に
釉
薬
を
施
す
こ
と
で
紐

や
帯
を
傷
つ
け
た
り
、
磨
滅
し
な
い
よ
う

な
構
造
と
成
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
細
工
は
帯
留
制
作
時
、
挟
持
部
を
陶
磁

器
の
生
継
等
の
伝
統
技
術
を
生
か
す
こ
と

で
初
め
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
二
宮
都
水
の
作
っ
た
帯

留
は
好
評
で
し
た
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
二
宮
都
水
の
考
案
が
、
素
材
を
彫
り

込
ん
で
作
る
朝
山
の
帯
留
や
考
案
と
は
ま

っ
た
く
異
な
る
技
術
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

だ
と
明
ら
か
に
し
、
そ
の
考
案
を
都
水
が

公
開
し
た
た
め
有
田
焼
帯
留
が
流
行
し
、

当
時
の
有
田
の
不
況
の
危
機
を
救
い
ま
し

た
。
（
※
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
用
新
案
の
資

料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
！
）

－3－－4－

昭
和
３
年
、
大
阪
の
朝
山
亮
太
郎
は
、

金
具
と
サ
ン
ゴ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
帯

留
で
は
、
金
具
と
サ
ン
ゴ
の
取
り
付
け
が

外
れ
易
く
サ
ン
ゴ
を
損
な
う
と
い
う
こ
と

で
「
サ
ン
ゴ
の
裏
面
に
梁
柱
を
残
し
て
溝

を
彫
り
こ
の
溝
に
帯
締
紐
を
通
す
」
と
い

う
一
体
型
の
帯
留
を
考
案
を
し
（
実
公
昭

２-

２
８
９
４
号
）
、
実
用
新
案
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

丁
度
そ
の
頃
、
二
宮
都
水
は
有
田
に
来

て
、
香
蘭
社
、
深
川
製
磁
、
柿
右
衛
門
合

資
会
社
に
勤
め
た
後
、
自
営
独
立
し
て
彫

刻
の
か
た
わ
ら
帯
留
の
制
作
に
着
手
し
ま

し
た
。
昭
和
６
年
二
宮
都
水
が
作
っ
た
帯

留
は
熊
本
大
演
習
で
佐
賀
に
お
成
り
に
な

ら
れ
た
秩
父
宮
に
、
ま
た
翌
年
に
は
東
伏

見
宮
大
妃
に
そ
れ
ぞ
れ
献
上
さ
れ
話
題
に

な
り
社
交
界
に
流
行
し
ま
し
た
。
香
蘭
社

で
も
象
牙
彫
刻
の
帯
留
を
見
本
と
し
て
そ

の
試
作
を
し
ま
し
た
。

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
二
宮
都
水
は
先

の
朝
山
の
考
案
が
、
た
だ
紐
通
し
穴
を
あ

け
た
だ
け
で
は
帯
留
が
紐
よ
り
抜
け
る
と

い
う
欠
点
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、
改
良
を

加
え
た
考
案
を
申
請
し
ま
し
た
。
（
実
公

昭
８-

３
７
６
）

そ
の
内
容
は
「
帯
留
の
裏
面
の
紐
通
穴

を
弧
状
に
し
、
内
底
に
突
起
部
を
設
け
、

こ
の
突
起
部
の
左
右
に
紐
挟
持
部
を
わ
た

し
、
全
裏
面
を
側
面
弧
状
と
成
形
す
る
と

と
も
に
内
外
底
に
釉
薬
を
施
す
陶
磁
器
製

帯
止
具
の
構
造
」
と
い
う
も
の
で
す
。

突
起
部
と
挟
持
部
と
に
依
り
、
紐
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
接
触
点
で
滑
り
抵
抗
が
生
じ

紐
が
抜
け
に
く
く
、
裏
面
を
弧
状
に
し
て

る
た
め
帯
に
よ
く
密
着
し
ま
す
。
さ
ら
に

有
田
史
談
会
の
発
足
か
ら
１
年
が
過
ぎ

た
。
会
長
と
し
て
有
田
史
談
会
の
発
足
か

ら
先
頭
に
立
ち
、
我
々
会
員
の
牽
引
役
を

果
し
て
来
ら
れ
た
西
山
峰
次
氏
が
逝
去
さ

れ
た
。
１
昨
年
の
暮
れ
２
人
で
韓
国
釜
山

へ
３
泊
４
日
の
旅
行
に
出
掛
け
た
こ
と

が
、
最
後
の
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

発
足
直
後
に
創
刊
号
を
発
行
し
た
も
の

の
、
次
号
発
行
へ
の
意
欲
を
失
い
２
年
近

い
月
日
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、
ど
う
に

か
再
起
出
来
た
こ
と
に
安
堵
せ
ず
、
次
号

へ
の
足
掛
か
り
と
し
た
い
。


